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特別記事：

科学者の行動規準の再確認を
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「東京大学産学連携協議会平成17年度
年次総会」開催される

研究協力部

２月21日（火）17時30分から山上会館において名誉教
授懇談会を開催した。
名誉教授の方々134人が御出席され、学内からは小宮

山宏総長をはじめ各部局長等の関係者多数が出席した。

名誉教授懇談会の開催

総務部

猪口孝名誉教授の挨拶

歓談される森亘元総長と吉川弘之元総長

産学連携本部では、２月27日（月）、経団連会館経団
連ホールにおいて、「東京大学産学連携協議会平成17年
度年次総会」を開催した。本学では、平成16年度より産
業界と東京大学との一層の連携推進を目的として「東京
大学産学連携協議会」を設立し、具体的な活動を開始し
ている。
本総会では、小宮山宏総長、庄山悦彦日本経済団体連

合会副会長の挨拶に続き、石川正俊理事（副学長）・産
学連携本部長から「東京大学の産学連携」と題して知的
生産構造の変化、スーパー産学官連携本部採択、共同研
究の改革・推進、Proprius21の実例、知的財産の管理と
活用、事業化の推進、産学連携の現状と未来等について
報告が行われた。
その後、西田友是大学院新領域創成科学研究科教授に

よる「コンピュータグラフィックス技術の発展とコンテ
ンツ産業」と題して特別講演が行われた。当日は、産学
連携協議会加盟企業の代表者、学内教職員、官公庁関係
者等合わせて約360名の参加があり、各講演者等の説明

懇談会は、小宮山総長の挨拶の後、今年度の名誉教授
称号授与者を代表して東洋文化研究所の猪口孝名誉教授
の挨拶、続いて森亘名誉教授（元総長）の発声で乾杯が
あり、終始なごやかな雰囲気で続けられ、桐野豊理事・
副学長の閉会挨拶をもって散会した。

庄山悦彦日本経済団体連合会副会長による御挨拶



　「噴水」のコーナーは、本学の学生や教職員にかか
わる様々な出来事を、皆様からの投稿によるコラムと
して紹介するコーナーです。

　「教職員の有志でこんな活動をしています」、「本
学の学生や教職員が学外のイベントでこんな活躍をし
ています」などなど、部局としての公式ニュースとま
では言えないけれど学内のみなさんに是非お知らせし
たい、そんな情報があれば、是非積極的に「噴水」の
コーナーに記事をお送り下さい。

＜原稿の送付先・問い合わせ先＞
　総務部広報課
　　E-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
　　TEL：03-3811-3393　　内線：22031
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卒業・修了予定の外国人留学生、
留学生支援団体等と総長との懇談会

研究協力部

２月15日（水）18時から、東天紅上野店において「東
京大学卒業・修了予定の外国人留学生、留学生支援団体
等と総長との懇談会」が開催された。
この会は、本学の学部を卒業または大学院修士課程・

博士課程を修了する予定の外国人留学生、及び留学生支
援団体関係者等と、総長他役員をはじめとする本学教職
員とが一同に会して親睦を深めることを目的としてい
る。今回は留学生約170名に加え、日頃から留学生をサ
ポートいただいている支援団体、大使館、及び自治体等
関係者、本学教職員の総勢約370名の参加者があった。

に熱心に耳を傾けていた。
総会終了後、引き続き懇親会が開催された。小宮山総

長の挨拶の後、庄山悦彦氏（株式会社日立製作所社長・
東京大学産学連携協議会アドバイザリーボードミーティ
ング委員）による乾杯が行われ、各企業のトップと本学
関係者がなごやかな雰囲気の中で、積極的な相互交流を
図った。最後に石川正俊理事（副学長）・産学連携本部
長による挨拶があり、盛況のうちに本年次総会・懇親会
は散会した。

総長とスピーカーのメハラブさん、チャイさんと、
スピーチするクマルさん

石川正俊理事（副学長）・産学連携本部長による報告

西田友是大学院新領域創成科学研究科教授による特別講演

会は小宮山宏総長の挨拶、古田元夫副学長による乾杯
の音頭で幕を開け、中盤には留学生支援団体の代表とし
て、国際ロータリー第2750地区米山奨学委員会米山選考
委員会の関博子委員長より、奨学制度の趣旨等に因んだ
御挨拶をいただいた。続いて本年３月に教養学部卒業予
定のチャイ ジンハンさん、大学院学際情報学府修士課
程修了予定のメハラブ ホセインボルさん、大学院工学
系研究科博士課程修了予定のクマル アジェイ アソクさ
んの３名から、日本での経験、研究生活などにちなんだ
流暢なスピーチがあり、会場は一層なごやかな雰囲気に
包まれた。終盤には、石黒光監事より東京大学学友会案
内があり、19時半過ぎに本学留学生センター長の飯塚尭
介教授（大学院農学生命科学研究科）から閉会の挨拶が
あり、会は盛会のうちに終了した。
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２月18日（土）に中野区の教育学部附属中等教育学校
で公開研究会を開催した。午前は２時間の公開授業、午
後は各教科の研究協議会と全体講演会を行った。全国か
らの教育関係者209名に加えて本校生徒の保護者103名も
来校し、教室から参観者があふれる授業もあるなど盛会
となった。
この公開研究会は中等教育学校に移行してから毎年行

われているもので、今回で８回目を数える。文部科学省
から委嘱された研究開発学校として最終年（６年目）に
当たる今年は「６年制中等教育学校で身につけさせたい
力　～その育成を可能とする学校システム～」が研究主
題。生徒に身につけさせたい力はどのような力か、また
その力を身につけさせるために学校はどのようなシステ
ムを築いていくべきなのかを、本校が行ってきた６年一
貫教育の取り組みを通して、参加者とともに考える良い
機会となった。
各教科の研究協議会に続いて高橋庄太郎氏（朝日新聞

社会部記者）が「学校―これまで・これから―改革の嵐
の中で」をテーマに全体講演を行った。10年前とは大き
く変わり、学校教育はますます難しい状況に追い込まれ
ていると指摘しながらも、法務教育・金融教育・省エネの
意識を高める教育・職業体験をさせる教育などで学校は
相変わらず頼りにされているという言葉で締めくくった。
なお来年２月16日（金）17日（土）の２日間に全国中

等教育学校研究大会を行う予定である。

教育学部附属中等教育学校で
公開研究会が行われる

大学院教育学研究科・教育学部

熱心に聞き入る聴衆、議論は日仏同時通訳で行われた

国際研究会議「死とその向こう側」
開催される

大学院人文社会系研究科・文学部

人文社会系研究科・文学部の21世紀COEプログラム
「死生学の構築」が主催する国際研究会議「死とその向
こう側」が、２月18日（土）、19日（日）の両日、文学
部１番大教室において開催された。この研究会議は、フ
ランスの二つの研究機関、すなわちフランス極東学院と
トゥルーズ人類学研究所と共同で開催されたもので、フ
ランスからはそれぞれの機関の代表者を含め計９名の研
究者が参加した。司会まで含めると、登壇者が20名にも
及ぶ、きわめて大規模な会議であった。全体は、基調講
演を中心とする公開シンポジウムを軸に、「進んで死を
迎える」「非業の死を受け止める」「死者とともに生きる」
と題する三つのワークショップから構成され、最後に
「総合討論」が置かれた。大盛況の中、有意義な発表及
び討論を重ねることができた。

公開シンポジウム、コメントは塩川徹也・古橋信孝両氏

る方法が、「非業の死を受け止める」では、非業の死者
が生者に幸いをもたらす存在へと移行するプロセスが、
「死者とともに生きる」では、死者の存在を身近に感じ
る多様な文化のありかたが、それぞれ議論された。
今後も日本とフランスの間で、このテーマをさらに深

めていくことを確認して、成功裏に終了した。

発表内容は、地域的には日本・中国・インド・南米・
ヨーロッパ、時間的には太古から現代にまで及び、多様
な議論が展開された。広い意味での生者と死者との交流
のありかたを考えることが、今回の会議の中心であった。
基調講演は、フランシスキュス・ヴェレレン氏（フラ

ンス極東学院院長）が、中国道教の思想の中で、死者が
どのような存在と見られていたかについて論じ、そこか
ら祖霊の祟りをいかに鎮めるか、という問題を提起した。
またジャン＝ピエール・アルベール氏（トゥルーズ人類
学研究所所長）が、自発死の問題を取り上げた。殉教的
な死（あるいは英雄的な死）をどう見るか、それは自殺
とどう違うのか、という問題を提起した。
以下、「進んで死を迎える」では、よりよい死を迎え
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講演する高橋庄太郎氏

修了証を手に一同で記念撮影

2005年度冬学期留学生センター日本
語教育集中コース・特別コース（第
41期生）の修了証授与式行われる

留学生センター

留学生センターでは昨年10月から本年度冬学期を開講
していたが、このほど全日程を終了し、２月20日（月）
15時30分から医学部総合中央館333会議室において、集
中コース・特別コースの42名の修了者に対する修了証授
与式を行った。
式には、来賓の古田元夫理事（副学長）のほか関係教員

らが列席、古田理事の挨拶に続いて、修了者ひとりひと
りに飯塚尭介留学生センター長から修了証が手渡された。
古田理事は挨拶のなかで、コースをやり遂げたことを

ねぎらって修了を祝うとともに、今後は上達した日本語
を活かして研究に一層励むよう修了者たちに呼びかけた。
留学生センター菊地康人教授の講評のあと、各クラス

の代表者７名がスピーチを行い、日本語のクラスの様子
や楽しい思い出、センターの教育への謝辞などを、それ
ぞれ、上達した見事な日本語で述べた。
なごやかな雰囲気のうちに式は終了し、引き続き山上

会館にところを移して、懇談会が開かれた。これには修
了者の指導教員も参加され、修了者たちは指導教員やセ
ンター教員を囲んで写真を撮り合うなどしながら、歓談
し、互いに修了を祝い、別れを惜しんだ。
なお、今期の修了者42名の所属は以下の13研究科等、

出身は以下の19の国（または地域）である。

法学政治学研究科 ４名 医学系研究科 ３名
工学系研究科 ７名 人文社会系研究科 ２名
理学系研究科 ３名 農学生命科学研究科 ７名
総合文化研究科 ３名 薬学系研究科 １名
数理科学研究科 １名 新領域創成科学研究科４名
情報理工学系研究科５名 学際情報学府 １名
公共政策学教育部 １名

ネパール １名 バングラデシュ １名
スリランカ １名 タイ ４名

マレーシア １名 インドネシア ２名
韓国 ４名 中国 ８名
台湾 ２名 エジプト １名
トルコ ３名 カナダ １名
アメリカ合衆国 ２名 ブラジル １名
イギリス １名 スウェーデン １名
フランス ５名 ポルトガル ２名
ロシア １名
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総務部

第104回（平成18年春季）東京大学公開講座
「人口」開催のお知らせ

第104回（平成18年春季）公開講座を「人口」という
テーマで、４月１日（土）から５月20日（土）までの間、
５回にわたり開催します。多数のご来場をお待ちしてい
ます。

―開講にあたって―

東京大学公開講座は、50余年の歴史を有し、その時代
に則するようなテーマで開催されてきました。今回はテ
ーマとして「人口」を取り上げます。

05年は国勢調査の年にあたっておりました。すでにマ
スコミにも公表されたように、戦後人口が増え続けてき
た日本社会に大きな転換期が訪れ、政府の推計より１年
早く、人口の自然減が始まりました。昨年生まれた子供
の数がお亡くなりになった方の数を下回ったのです。
現代社会が直面する少子化、人口減少の問題は、労働

力不足や市場の縮小化と関連し、慎重に対応しなければ
国力の衰退につながりかねない深刻な問題です。一方、
世界の人口は64億人を超え、増加の一途をたどっており、
そこには、教育、食糧、環境など、国際的な視野で考え
なければならない問題が山積しています。
本講座では、「人口」を一つの切り口として、人類が

かかえるこれらの諸問題を考察したいと思います。また、
歴史的視点から人口の変遷と都市や国家の形成、さらに
は、生物の個体群との比較など、広い意味での「人口」
と関連した興味深い話題を扱います。

東京大学の叡智を結集して、歴史学、社会学、教育学、
医学、生物学、経済学、都市工学、地理学、数理科学な
どを含む幅広い分野の視点からお話いたしますので、土
曜の午後のひととき、馥郁たる学問の香りをゆっくりと
お楽しみ下さい。

第104回東京大学公開講座企画委員会
委員長　桂　利行

（大学院数理科学研究科長）

プログラム

【第1日】4月1日（土） 13:30～16:40

・開講の挨拶 小宮山宏
・人口学の考え方と人口問題

稲葉　寿（大学院数理科学研究科・助教授）
・遺伝子レベルからみた生物集団と適応

岸野洋久（大学院農学生命科学研究科・教授）

【第2日】4月8日（土） 13:30～16:30

・子どもの数と不就学―戦前の就学率―
土方苑子（大学院教育学研究科・教授）

・動物社会の人口論
嶋田正和（大学院総合文化研究科・教授）

【第3日】4月22日（土） 13:30～16:30

・日本人はどこに住んできたか
―戦後日本の人口移動とライフコース―

荒井良雄（大学院総合文化研究科・教授）
・逆都市化時代のまちづくり

大西　隆（先端科学技術研究センター・教授）

【第4日】5月13日（土） 13:30～16:30

・人口・食糧・環境
石見　徹（大学院経済学研究科・教授）

・８億人分の食糧が毎年病気で消えている：
植物医師の養成と植物病院の展開を目指して
難波成任（大学院農学生命科学研究科・教授）

【第5日】5月20日（土） 13:30～16:40

・人口停滞の世紀とその後
近藤和彦（大学院人文社会系研究科・教授）

・人口減少社会を生きる
赤川　学（大学院人文社会系研究科・助教授

［４月着任予定］）
・閉講の挨拶
桂　利行（企画委員長・大学院数理科学研究科長）

●会　　場 大講堂［安田講堂］

●聴講資格 成人一般・大学生・高校生

●定　　員 800名
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●聴講料

全講議（５日間）一括申込　　4,000円
選　択（１日）申込　　　　　1,000円

※高校生・東京大学の教職員は半額で聴講できます。

（所属・連絡先を明記の上、一般の方と同じように申
込書にてお申し込み下さい。）

※東京大学の学生は無料です。

（事前にメールまたはFAXでお申し込み下さい。先着
100名。当日は学生証を持参下さい。）

＜記入事項＞参加希望日・氏名・所属学部等・学年・年
齢・電話番号

●申込方法

申込書に必要事項をご記入の上、お申し込みください。
パンフレット・申込書は、120円切手・Ａ４版の返信
用封筒を同封の上、下記までご請求ください。ホーム
ページからもダウンロードできます。
※当日参加も可能ですが、定員に達した場合にはお断
りすることもございます。

●申し込み・問い合わせ

〒113-8654 東京都文京区本郷７－３－１
東京大学総務部内　財団法人　東京大学綜合研究会
TEL 03-3815-8345 FAX 03-3816-3913

e-mail: kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp  

http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/d04_01_ j.html

フランス・パスツール研究所との合同国際シンポジウ
ムを下記により開催致します。

●日時：４月18日（火） ９:30～
●場所：医科学研究所１号館講堂
●参加費：無料
●問い合わせ先：医科学研究所　学術連携推進室

LOCUS@ims.u-tokyo.ac.jp

＜テーマ＞

感染症研究からゲノム医科学へ
（感染症の実態や感染症に対する生体防御機構等に
ついて討論される予定）

＜各研究所からの講演者＞

医科学研究所：御子柴克彦、河岡義裕、川口寧、
甲斐知恵子、笹川千尋、井上純一郎、
清野宏

パスツール研究所：Alice Dautry（所長）、Frederic Tangy、
Vincent Deubel、Paul Brey、
James Di Santo、Ana Cumano

●主催：「感染症からゲノム医科学へ」実行委員会
●後援：笹川日仏財団

詳細はＨＰをご覧ください。
http://www.ims.u-tokyo.ac.jp/imswww/Event/sympo-

sium060418-j.htm

医科学研究所

医科学研究所－パスツール研究所合同国際シ
ンポジウム「100年におよぶ感染症の恐怖との
戦い」の開催について



16 No.1331   2006. 3. 8

大学院理学系研究科・理学部

祖父江　義明　教授
（附属天文学教育研究センター）
日時：３月17日（金）16:30～17:30

会場：理学部１号館２階
演題：銀河系は爆発したか？－30年論争はつづく－

大学院情報理工学系研究科

小柳　義夫　教授
（コンピュータ科学専攻）
日時：３月15日（水）16:00～
会場：武田先端知ビルホール
演題：素粒子から情報まで

No.1330でお知らせした最終講義について、変更があ
りましたので、以下に改めてご紹介します。

東洋文化研究所

原　洋之介　教授
（汎アジア研究部門）
日時：３月16日（木）14:00～16:00

会場：東洋文化研究所３階大会議室
↓（変更）

山上会館大会議室
演題：アジア研究と経済学の狭間で

総合研究博物館（記念講演会）
田賀井　篤平　教授
（研究部　博物資源開発研究系）
日時：３月20日（月）13:00～14:00

↓（変更）
３月20日（月）13:30～14:30

会場：総合研究博物館講義室
演題：私にとって記念碑的な２つの展示

－和田展・被爆試料展

大場　秀章　教授
（研究部　キュラトリアル・ワーク研究系）
日時：３月20日（月）14:00～15:00

↓（変更）
３月20日（月）14:30～15:30

会場：総合研究博物館講義室
演題：極限環境に暮す植物を探る

退職教員の最終講義

号数 原稿締切日 発行日 配布日

1332 特集号（予定）
1333 ３月15日（水）３月22日（水）３月29日（水）

号数 原稿締切日 発行日 配布日

1334 ４月５日（水）４月12日（水）４月18日（火）
1335 ４月19日（水）４月26日（水）５月８日（月）
1336 ５月10日（水）５月17日（水）５月23日（火）
1337 ５月24日（水）５月31日（水）６月６日（火）
1338 ６月７日（水）６月14日（水）６月20日（火）
1339 ６月21日（水）６月28日（水）７月４日（火）
1340 ７月５日（水）７月12日（水）７月19日（水）
1341 ７月19日（水）７月26日（水）８月１日（火）
1342 ９月 ６日（水）９月13日（水）９月20日（水）
1343 ９月20日（水）９月27日（水） 10月３日（火）
1344 10月４日（水） 10月11日（水） 10月18日（水）
1345 10月18日（水） 10月25日（水） 10月31日（火）
1346 10月31日（火） 11月８日（水） 11月14日（火）
1347 11月15日（水） 11月22日（水） 11月29日（水）
1348 学生生活実態調査特集号（予定）
1349 12月６日（水） 12月13日（水） 12月19日（火）
1350 １月10日（水）１月17日（水）１月23日（火）
1351 １月24日（水）１月31日（水）２月６日（火）
1352 ２月７日（水）２月14日（水）２月21日（水）
1353 ２月21日（水）２月28日（水）３月６日（火）
1354 ３月７日（水）３月14日（水）３月20日（火）
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「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、生協書籍部、保健センター駒場支所で
無料配布しています。バックナンバーもあります。
第491（３月１日）号の内容は以下のとおりとなって

いますので、ぜひご覧ください。

学部長室広報：
新カリキュラム始まる！
ユータス君に訊こう！　Ｑ＆Ａ
カリキュラムの基本構造および単位数
平成20年度からの進学振分け制度の概要
平成20年度進学振分け進学枠の概数
新カリキュラム　科類別履修プログラム〈文１・文
２・文３・理１・理２・理３〉

総合図書館では、学生の学習・研究を助け、教養をよ
り豊かにするために、全学の教員（常勤講師以上）から
図書を推薦していただく制度を設けています。
つきましては、平成18年度夏学期授業に向けて下記の

とおり図書の推薦をお願いいたします。

１．取りまとめ窓口：各部局図書館（室）

２．推薦期限：３月24日（金）
（なお、その他の図書の推薦は常時受け付けます。）

３．推薦方法：総合図書館備付け図書推薦要領による。

大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第491（3月1日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

附属図書館

総合図書館備付け図書の推薦について

人事異動（教員）

発令年月日 氏名 異動内容 旧（現）職等

（退　　職）

18.2.28 多久島裕一 辞　職 先端科学技術研究センター助教授

（採　　用）

18.2.16 齊藤延人 大学院医学系研究科教授 群馬大学大学院医学系研究科教授

18.3.1 石垣琢麿 大学院総合文化研究科助教授 横浜国立大学教育人間科学部助教授

（昇　　任）

18.3.1 安達　毅 生産技術研究所助教授 大学院工学系研究科助手

〃 中島典之 環境安全研究センター助教授 先端科学技術研究センター講師

（配 置 換）

18.3.1 小田克郎 生産技術研究所助教授 環境安全研究センター助教授

事 務 連 絡

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等

生産技術研究所
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/̃tatsuma/symp2.html

東洋文化研究所（中里成章）
E-mail：nakazato@ioc.u-tokyo.ac.jp
TEL：03-5841-5864
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/
大学院教育学研究科教育研究創発機構
TEL:03-5841-3916 FAX 03-5804-3826
E-mail:kikou@p.u-tokyo.ac.jp
http://www.p.u-tokyo.ac.jp/kikou/

理・生物化学　坂野　仁　TEL:03-5689-7239
医・神経生化　尾藤晴彦　TEL:03-5841-3560
http://www.m.u-tokyo.ac.jp/

教育学研究科・臨床心理学コース研究室
TEL:03-5841-1397
http://www.p.u-tokyo.ac.jp/event060319.pdf

社会科学研究所
E-mail：lostdecade@iss.u-tokyo.ac.jp
http://project.iss.u-tokyo.ac.jp/poster.html

社会科学研究所希望学プロジェクト
E-mail：hope@iss.u-tokyo.ac.jp
http://project.iss.u-tokyo.ac.jp/hope/seminar.html
分子細胞生物学研究所　伊藤
TEL : 03-5841-7800 FAX : 03-5841-1458
E-mail : ito.m @ iam.u-tokyo.ac.jp
http://www.iam.u-tokyo.ac.jp/ut_bio.html
医科学研究所　学術連携推進室
E-mail：LOCUS@ims.u-tokyo.ac.jp
http://www.ims.u-
tokyo.ac.jp/imswww/Event/symposium060418-j.html

生産技術研究所　An棟２階
コンベンションホール

東京大学仏教青年会会議室

赤門総合研究棟　Ａ200番教室

医学系研究科
本館小講堂（１階）

医学部教育研究棟14階
鉄門講堂

理学部１号館小柴ホール

社会科学研究所大会議室

安田講堂

医科学研究所１号館講堂

3月14日（火）
13:30～

３月15日（水）
14:00～

3月15日（水）
10:00～

3月17日（金）
16:00～

3月19日（日）
10:30～

3月22日（水）
14:00～

3月23日（木）
15:00～

4月15日（土）
10:00～

4月18日（火）
9:30～

第２回生産技術研究所計測技術開発センター
公開シンポジウム

東文研セミナー
「Court and Power in the Mughal and the Ottoman
Empires: A Comparative Perspective」

科学技術振興機構シンポジウム
「子どもの脳を守る」

生物化学・神経生化学合同セミナー

東大国際シンポジウム
「臨床心理学の発展に関する国際討議」
心の専門家は、どう必要か－世界の現状を踏まえて－

大学院総合文化研究科
文学・芸術の社会的統合機能の研究（LAC）
http://www.lac.c.u-tokyo.ac.jp/laccolloque.html

駒場キャンパス
学際交流ホール

3月17日（金）
13:00～

第４回ＬＡＣ国際シンポジウム
「精神分析的視点の可能性―文学、歴史、共同体」

第20回東京大学社会科学研究所シンポジウム
「『失われた10年』を超えて」

希望学プロジェクトセミナー
「労働と自由―製糸業における女性労働者の意識―」

「東京大学の生命科学」シンポジウム
※1329号参照

医科学研究所－パスツール研究所合同国際シンポジウ
ム「100年におよぶ感染症の恐怖との戦い」
※15ページ参照

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

ものづくり経営研究センター
03-5841-2272
http://www.ut-mmrc.jp/topics/yose.html

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

（財）東京大学綜合研究会　担当：徳久
TEL:03-3815-8345 FAX:03-3816-3913
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/d04_01_01_j.html

総合研究博物館本館

三菱ビルコンファレンススクエ
アエムプラス
（東京駅丸の内南口）

総合研究博物館本館

大講堂（安田講堂）

10月15日（土）～
4月16日（日）

10月～3月

11月26日（土）～
4月16日（日）

4月1日（土）、8日（土）、
22日（土）、5月13日
（土）、20日（土）

「重井陸夫博士コレクション　ウニの分類学」展

21世紀COE ものづくり経営研究センター
「ものづくり寄席」

特別展示『アフリカの骨、縄文の骨―遥かラミダスを
臨む』展
※1326号参照

第104回（平成18年春季）東京大学公開講座「人口」
※14ページ参照

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

ＵＴＵＴ
カフェカフェ

　ＵＴカフェは読者コメントを掲載するコーナーです。「学内広報」に掲
載された記事に関するご意見・ご感想をはじめ、学内の様々な事柄に関し
て常々思っていることなどを、気軽にお寄せください。
　投稿はＥメールで受け付けます。メールの本文に以下の項目を記入し、
下記アドレスまでお送りください。メールの件名は「意見」としてくださ
い。誌面への掲載はペンネーム・匿名が可能ですが、連絡用として投稿の
際には氏名・所属をご記入ください。

①氏名・所属　②連絡先電話番号　
③本名・匿名・ペンネームの希望
④タイトル（20字以内）　⑤本文（300字以内）

　「ＵＴカフェ」では、東京大学をテーマにした
「東大川柳」も同時募集します。優秀作は不定期
で「ＵＴカフェ」に掲載します。川柳の投稿の際
には、メールの件名を「川柳」とし、④に川柳を
ご記入ください（⑤はなし）。

「東大川柳」も同時募集
＜投稿先メールアドレス＞

＜記入項目＞

ご意見・ご感想投稿大募集！



シンポジウム・講演会

一般ニュース
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特別記事

NEWS

コラム

INFORMATION

部局ニュース

お知らせ

18 EVENT LIST

先日、今号表紙の医科学研究所がある白金キャンパスを初めて訪れる機会がありました。この
１年振り返ってみると、全国50箇所以上にも及ぶ東大の施設のうち私が行ったのは、本郷、駒
場、柏、検見川そして白金くらいのもの。専門的な教育研究の全てを知ることなど当然不可能
だけれど、せめて浅い知識でも良いからこの大きな東大の全体を広く知りたい、と思うもので
すが、訪れたキャンパスの数からすると、その道のりもまだまだ遠いようです。 （み）

◆ 表紙写真 ◆

02 科学者の行動規準の再確認を

06 名誉教授懇談会の開催

06 「東京大学産学連携協議会平成17年度年次
総会」開催される

07 卒業・修了予定の外国人留学生、留学生支
援団体等と総長との懇談会

08 国際研究会議「死とその向こう側」
開催される

08 教育学部附属中等教育学校で公開研究会が
行われる

09 2005年度冬学期留学生センター日本語教育
集中コース・特別コース（第41期生）の修
了証授与式行われる

10 調達本部です　第４回

10 コミュニケーションセンターだより　No.14

11 Flags運動部紹介　No.10

12 「バリアフリーの東京大学」
の実現に向けて　第２回

13 変わらないもの、そして変えるもの
東京大学とともに
～東京大学基金　ご協力のお願い～

14 第104回（平成18年春季）東京大学公開講座
「人口」開催のお知らせ

15 医科学研究所－パスツール研究所合同国際
シンポジウム「100年におよぶ感染症の恐怖
との戦い」の開催について

16 退職教員の最終講義

17 「教養学部報」第491（３月１日）号の発行

17 総合図書館備付け図書の推薦について

事務連絡
17 人事異動（教員）

淡青評論
20 研究者教育と技術者教育

医科学研究所１号館（15ページに関連記事）



わが国の薬学教育は、６年制の導入が決定され、大きな変革期へと突入

する。本来薬学教育の６年制は、薬剤師教育の充実を図る目的で導入され

るものである。医薬品の投与過誤による事件が昨今マスコミ等で大きな問

題として取り上げられている。もっと薬剤師の教育を充実するべきである

という観点から６年制が導入されるのであり、医療の充実という観点から

見れば、まことに結構なことである。しかしながら、薬学研究者の養成と

いう視点から、大きな問題がおきるであろうことを全学の諸氏にこの場を

借りて訴えたい。

東京大学薬学部はこれまで、わが国のライフサイエンスの各分野において、研究者を輩出するという重要

な役割を果たしてきた。このミッションは、今も昔も変わらない。しかしながら、薬剤師を養成する、とい

う６年制の導入により、危惧するべき事態がそう遠くない将来にやってくるのではないかと、筆者は憂えて

いる。以前は、東京大学薬学部の学生が、将来薬剤師を職業とする可能性を考えることは、ほとんどなかっ

た。皆が研究者になろうとしていたからである。しかしながら、最近、薬剤師を目指したい、という学生の

数が相当数にのぼるようになった。薬剤師という職業が大切なものであることに対して、筆者に全く異論は

ない。しかしながら、薬剤師免許をとることが、学業の主要な目的となっているかのような発言をする学生

諸君と接していると、大学院大学の研究科教員としては、調子が狂うことが少なくない。

研究者の教育と、薬剤師養成のような専門的知識、技能を持った技術者の教育には、共通した面も有るが、

逆さまといっても過言ではない面がある。研究者は、それまで常識とされてきた知識を書き換えてゆくのが

仕事である。それに対して、技術者には、既に分かっている知識を正確に理解し、実行する技能を会得する

ことが要求される。したがって、研究者教育と技術者教育は、性格が大きく異なっており、それぞれの教育

体制は別々のものでなければならない。この種の問題は、現在、全ての学問分野で起きていることと思われ

る。全学的な議論の発生を望みたい。

関水和久（大学院薬学系研究科）

研究者教育と技術者教育

No. 1331 2006年3月8日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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